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やまぐち群マネ推進チーム（YGT）
第２回 定例会
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山口県 土木建築部

技術管理課 建設DX推進班
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はじめに
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5/29

YGT第1回定例会

7/13～

全８土木（港湾含む）を対象に群マネ勉強会実施
※下関市、宇部市、山陽小野田市、美祢市も参加

8/26

YGT第2回定例会

※その他、各種研修においても群マネに関する説明を実施
※コンサルタントから群マネに関する意見交換会を実施

7/28

ME山口 講演



R8.7.13 R8.7.17 R8.7.17 R8.7.21 R8.7.22 R8.7.28 R8.7.29 R8.7.31

計

防府土木 萩土木 長門土木 周南土木 柳井土木 岩国土木 下関土木 宇部土木

県職員 39 13 12 21 23 23 21 25 177

宇部市 20 20

山陽小野田市 7 7

美祢市 10 10

下関市 13 13

工事業者 103 103

計 39 13 12 21 23 23 34 165 330

【R8年度】 全８土木＋４市 群マネ勉強会 参加者とりまとめ



次第
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01 今一度群マネを考える

各土木からの群マネに関する意見

02 スマートシュリンクについて考える

0３



議論する前に今一度群マネを考える
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群マネによって目指す姿とは？

群マネの手引き（P6）抜粋



群マネを進めるためには見える化が必須
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現状が分かれば、自治体が抱えている課題やその対応策も検討できる

→まずやるべきは自治体の基礎調査（現状把握）！？(県だけでなく市町も)

出典：建設通信新聞（R8.8.６）

出典：群マネの手引き（ver.1）

家田 仁 氏

・東京大学名誉教授

・群マネ検討会 座長

・国土交通省

インフラマネジメント

戦略小委員会 委員長



そういえば群マネの手引きにも・・・
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できてないかも・・・

YGT発足



基礎調査の内容（案）
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各土木・市町のインフラ状況 日常業務の現状把握



各自治体の現状を公表・共有
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自治体の現状を公表・共有すれば・・・

連携できる分野・業務が見つけやすくなる

業務の重複や非効率を知ることができる

民間事業者や関係団体との連携に繋がる etc・・・

県及び市町の現状を把握することは、
群マネの検討を具体化するための出発点になる
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スマートシュリンクとは？
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スマートシュリンク＝賢い縮小

人口減少を前提として、施設・インフラ・行政サービスを「適正な規模」へ再編し、限られた人員・予算を

重要なサービスへ重点配分する取り組み

「賢い縮小」と呼ばれる人口減少を前提とした考え方

インフラを含む行政サービスを適正な規模へ再編する取組
単なる廃止・削減・地域からの撤退ではない

限られた人員・予算を重要サービスへ重点配分し、
生活の質を維持・向上

めざす方向

× 単なる 廃止・削減・撤退

一律に減らすことが目的ではない

○ 持続可能な形へ

守るべきサービスを維持・向上する



スマートシュリンクが必要となる背景
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人口減少・少子高齢化
利用者・担い手・税収が縮小

担い手不足
自治体技術系職員・建設業の人手不足

インフラの老朽化、更新費・維持管理費の増加
橋梁・上下水道等の公共インフラが更新期に
限られた財源への負担が拡大

利用状況・地域ニーズの変化
従来の規模・配置が実態に合わない

◆課題◆

すべてのインフラを

従来どおり維持することは

困難

インフラを適切にマネジメントするには

メリハリが必要



今後のインフラマネジメントの方向性
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・7月28日に開催された「インフラマネジメント戦略小委員会」で、以下の案が示された

・群マネなど、重要なキーワードが示される中、「メリハリ」の推進が盛り込まれている

・今後の維持管理において、インフラ施設数の適正化の観点も取り入れていく必要がある



従来の縮小とスマートシュリンクの違い
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従来の縮小

一律削減 横並びで規模を減らす

施設の単純廃止 機能の受け皿がない

住民サービスの低下を招きやすい

「減らすこと」自体が目的化しがち

スマートシュリンク

選択と集中（メリハリ）

広域連携（行政を超えて検討）

代替サービスの確保

守るべきサービスを持続可能に

目的は「減らすこと」ではなく、守るべきサービスを持続可能にすること



スマートシュリンクは予防保全型メンテナンスサイクルに繋がる？
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スマートシュリンク

人口減少を前提に、インフラを「適正な規模」へ選択と集中で再編

守るべき施設・機能を明確化

予防保全型メンテナンスサイクル

長寿命化とトータルコスト縮減

点検→診断→措置→記録が

事後対応でなく計画的に循環

予防保全型メンテナンスサイクルが実現できない理由

⇒管理するインフラの老朽化が進行しており、これに対応するための予算・人員が不足している

スマートシュリンクで「守るべきインフラ」を絞り込み、
群マネで束ねて管理することで、予防保全型メンテナンスサイクルに移行できるのでは？

群マネ

施設を地域・種別に束ねて点検・修繕・更新

限られた人員・予算で対応



秋田県のスマートシュリンク（道路の群マネ？）
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道路の供用廃止を検討
→道路機能を”束ねる”考え方

橋梁の撤去を検討
→橋梁を”束ねる”考え方



秋田県のスマートシュリンク（道路の群マネ？）
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他の施設もスマートシュリンク（機能統合）できない？
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河川・海岸
機能していない樋門・水門はないか

港湾
利用の少ない岸壁・荷捌き施設はないか

砂防
守る集落がない砂防施設はないか

道路
交通量の少ない道路の照明は見直せないか

◆着眼点◆

使われていない施設や

更新投資が不要な施設を洗い出し

統廃合・撤去・規制で

見直せないか

今すぐ実現できなくても

イメージを膨らませることは大事



各分野における先進事例・ガイドライン
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各土木からの質問を踏まえたYGTでの議論ポイント

各土木・一部市町への説明で出た質問を踏まえ、YGTでは次の４点を議論してみませんか？
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７/13～ 全８土木（港湾含む）＋一部市町に対して群マネについて説明

群マネの進め方

小さく試行し、効果・課題を確認した上で横展開する進め方を、どう

具体化するか

事業者側のメリットと懸念

受注機会減少への懸念を踏まえつつ、受注者にもメリットがある試

行テーマを、どう選定し、どう進めていくか

国・県・市町連携

県が市町の業務を代行するのではなく、双方にメリットがある連携を、

どの範囲で進めるか

入札・審査制度

包括化により発注件数は減っても、審査やチェックの負担が増えない

よう、どのような制度整理が必要か



論点① どう進めるか、どこから試すか

進め方

・全県一斉ではなく、対象を絞って小さく試行？

・効果・課題を確認した上で実装の検討を深める

・スケジュール感や関係課調整を見据えたテーマ選定が必要

連携範囲

■ 議論テーマ（案）
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・まず県内部で束ねられる業務を確認

・市町とは、共同利用・情報共有・共同発注など、

双方にメリットがある範囲で検討

・国との連携も、実例やニーズを踏まえて検討

どのようにして小さく始めていくか

県内部での連携、市町連携、国・県との連携 ← どこから着手するべきか



論点② 事業者メリットと制度面の課題をどう整理するか

論点 確認したいこと YGTで議論したい視点

事業者側のメリット
受注者にとって、指示・報告の効率化、紙提出削減、現場

調整の簡素化などのメリットがあるか

発注者側の効率化だけでなく、受注者にも説明できるメ

リットを整理できるか

受注機会への影響
包括化や一括発注により、地域業者・専門業者の受注機

会にどのような影響があるか

試行前に、どの関係団体へ、どの段階で説明する必要が

あるか

入札・審査制度
包括化により、一般競争入札や審査の対象が増え、班長

等の負担が増えないか

審査方法、対象金額、チェック体制、事務手続きの簡素

化について検討すべきことは何か
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発注者・受注者・住民にメリットがあり、制度面でも無理のない取組を模索する必要がある
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